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　海上保安庁では、６月２・３日、東京湾羽田沖において観閲式及
び総合訓練を行いました。全国各地から集結した巡視船艇、航空機
に加えて、米国コーストガードの航空機や、関係機関の船艇・航空
機も参加して、日頃の訓練の成果を披露しました。昨年度は東日本
大震災への対応のため中止となり、２年ぶりの開催となりました
が、約７，５００名の招待者や一般公募者など多くの方に本番さな
がらの訓練の様子をご覧いただきました。

　６月２３日、野田内閣総理大臣によって第十一管区海上保安本
部及び巡視船「りゅうきゅう」の視察が行われました。現職の内
閣総理大臣が管区本部や現場の巡視船を視察するのは初めてのこ
とです。野田総理は、業務概要説明を受けた後、巡視船「りゅう
きゅう」の船内や搭載ヘリコプターなどを視察され、飛行甲板に
おいて現場職員に対する激励を行いました。

１．観閲式及び総合訓練～２年ぶりの開催～ ２．内閣総理大臣の第十一管区海上保安本部視察

観閲官による受閲
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業務概要説明

巡視船搭載ヘリコプター視察
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3．第11回 日露海上警備機関長官級会合 4．海洋環境保全推進月間(６月)報告

　６月２０日、本庁において鈴木海上保安庁長官とプロニチェフ
ロシア連邦保安庁国境警備局長官による「日露海上警備機関長官
級会合」が行われました。これまでの二国間、多国間の協力関係
を高く評価すると共に、今後も両国間の海域秩序を維持し、良好
な関係を発展していくことで意見が一致しました。ロシア側一行
は２１日に横浜海上防災基地を視察し、翌２２日には両国長官が
揃って石狩湾で実施された日露合同訓練を視察しました。

　海上保安庁では６月１日から３０日までの１ヶ月間を「海洋環
境保全推進月間」として、「未来に残そう青い海」をスローガン
に海洋環境保全指導・啓発活動を実施しました。海上保安庁が把
握する海洋汚染の中で最も多いものが油類による汚染であること
から、「油類による汚染の未然防止」を重点項目として設定し、
漁業・海運業等といった事業活動やマリンレジャー活動等を行う
関係者を対象とした講習会、訪船指導等を重点的に行いました。

海浜清掃の様子
（留萌海上保安部）

海浜清掃の様子
（酒田海上保安部）

日露長官級会合

日露合同訓練

油類汚染調査の様子
（紋別海上保安部）

海運関係者への訪船指導
（銚子海上保安部）
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